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総合学科高校に お け る進路選択
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小西　尚之 （石川県立 金沢 北陵高等学 校）

1．研究の 目的

　 1994 （平成 6）年に 誕生 し た総合学科高

校 は、原則 履修科 目の 「産業社会 と 人 間」

を カ リキ ュ ラ ム の 中心 と し た、生徒の 科 目

選択と進路選択を重視 した学校で ある 。 し

か しこ れ まで総合学科 に お い て 、学校 の 進

路指導と生徒の 進路選択 との 関係は 明確に

意識 されて きたと言えな い 。現場 の 高校教

員 に と っ て 見れば 「進路指導」 と 「進路選

択」 と の 関係 は あまり に も当然の こ と と し

て 自明視 され て きた こ と で ある。一方、研

究 者の 側か らは、総合学科 に っ い て 主に 生

徒 の 科 目選択 と進路意識 に つ い て 、周 りの

生徒た ち の 影響や制度 的 な視 点か ら の 研究

が 蓄積 され て きた。本研 究は、学校側の 進

路指導の 働 きか けが生徒の 進路希望 や進 路

選択に ど の ような影響 を与えて い る の か、

を探ろ うとする もの で ある。

　 もち ろん、生徒の 進路選択 に影響 を与え

る要因は何 も学校側の 指導や カ リキ ュ ラ ム

だ けで は な い 。 周 りの 生徒た ちや学校外の

様 々 な生活場面 に お け る影響 も考慮 しなく

て は い け な い だ ろ う 。 本研究で は そ の よ う

な要因 も含め生徒の 進 路選択に 与え る 影響

を考えた い
。

2 ．調査の概要

　本報告 は、2004 （平 成 16） 年 度 か ら 3

ヵ 年の 予定で 実施 して い るパ ネ ル 式 の質問

紙調査 とイ ン タ ビ ュ
ー調査の 結果の

一部 を

も とに して い る 。 調査 対象と な っ た A 校は 、

総合学科創 設 2年 目の 1995 （平成 7 ）年に 、

．1：業高校 を母体に して誕生 した 。 地 方都 市

に 所在 して お り、生徒数は 1学年約 200 人、

全校で約 600 人の 中規模の学校で ある。生

徒の 男女 比は ほぼ半 々 で あるが、近年の 特

徴 と して 女子 の割合が や や 多い 。

　 質問紙調査 は 2004 年度 に 入学 した生徒

200 人全員 を対象に した悉皆調査で ある 。

調査票は 各教室で ホーム ル ーム の 時間に 担

任の 教員 に 配布 し回収 して もら っ た 。 回答

は個人の 実態や 意識 を追跡 す るため に 記名

式 と し て い る。第 1 回 ・第 2 回の 質問紙調

査の 概要 と 第 3 回 の 予 定は 表 1 − 1の 通 り

で あ る 。 第 1 回調査の 回答者 は 198 人 であ

り、第 2 回 調査 は 195 人で あ る。今回分析

の 対象 とす る の は、両 方の 調査 に 回答 を し

た 194 人 で ある。なお 、調 査対 象 と な る 生

徒は A 校 の 10 期生に 当た り、分析 の 対象

で あ る 194 人 の 男 女 比 は 男 子 101 人

（52．1％）、女子 93 人 （47 ．9％ ）と男子 の

比率が やや 高 くな っ て い る。

　 また質問紙調査 と並行 して 、 3 年次 に な

っ た何人 か の 生徒 に イ ン タ ビ ュ
ー調査 を行

っ た。質問 紙調査 の結果 を確認する 目的も

あるが、一
人
一

人 の 進 路選択の プ ロ セ ス を

具体的 に探 るた め であ る 。

表 1 − 1　 質問紙調査の 概要

回 （学年 ） 時 期 配 布 票 回 収票 回収率

1（1 年 ） 2004 年 10 月 198198100 ．0％

2（2 年） 2005 年 11月 195195100 ．0％

3（3 年 ） 2006 年 10 月

3 ．進路 選択 の 要因

　 2 回 の 質問紙 調査で は、「進 路 を選ぶ 際に

強 い 影響 を 及 ぼ し た も の 」は 何か を聞 い た 。

一139一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

こ れ は 進路希望で 「未定 」 以外の 何 ら か の

進路希望 を選 ん だ生徒 に 、「就職」や 「四 大」

な どの 進路希望 を選 んだ際 に影響を与え た

要 因 と して 、表 3 − 1 に挙げ た選択肢か ら

複数選択で きる 形で 聞い た も の で あ る。 さ

らに その 14 個の 選択肢を分析 しやす い よ

うに、「客観的 資料」 「教師」 「家族 ・友人」

「進路学習」「校外経験」の 5 つ の要因 に再

カ テ ゴ リー化 した （「そ の他」「特 に ない 」

は除 く）。

表 3 − 1　 進路選択 に影響を及ぼ した もの

選択肢 要 因

模擬試験な どの 学 力 検 査 の 結 果

職 業 の 適 性 検 査 の 結 果 客観 的資料

進 路 選 択 に関 す る資料

ホ ーム ル ーム 担任 の 先 生 との 話 し合 い

進路指導課 の 先 生 と の 話 し合 い 教師

部活動 の 顧 問 の 先 生 との 話 し合 い

両 親、兄や 姉 な ど家族 との 話 し合 い

家 族
・
友 人

先輩や 友人 との 話 し合 い

「産業 社会 と 人間」 の 学習
進 路 学 習

イ ン タ ーン シ ッ プ （2 年 次 の み ）

学校見学や 体験入 学

校外 経 験

ボ ラ ン テ ィ ア 地域 活動な どの 体験

そ の 他

※除外

特 に な い

　それで は 1 年次 か ら 2 年次 に かけ て生徒

の 進路選択の 要因は ど の よう に変化 し て い

る の か 。 図 3 − 1 は再 カ テ ゴ リ
ー化 した 5

つ の 要因を選択 した人数の 変化を示 した も

の で あ る 。 テ ス トな ど の 客観 的要 因 は

44．4％ か ら 27．5％ に 大幅に減 り、逆に 大き

く増加 して い る の が家族 や友人 と の 話 し合

い （40．4％ → 60．5％）や進路学習 （2，8％ →

3L7 ％）で あ る 。進路学習 の 中で もイ ン タ

ー
ン シ ッ プ は 2 年次で 初め て 行う行事 な の

で 、 2 年次 に な っ て こ の 項 目が増加す る の

は 当然 な の か も しれ な い 。 こ こ で は 2 年次

に な っ て 家族や 友人 の 影響で 進路希望 を決

め て い る者が 6割 以上い る こ とを確認 して

お く。

図 3 − 1　 進路選択の 要因の 変化

　　　　 （N ； 1年次 178、 2年次 167）

1年次 co．4％ 嫌 蝿

2．896

2 年次 50596 311 ％ 　 　 縛

．
e 客観的 資料 B 教篩 ロ家族・友人 0 進踏掌 習 ロ 校外経験

　質問紙 の選択肢 に は 科 目選択の 項 目はな

か っ たが、生徒の 進路選択は科 目選択 と切

り離す こ と は で きない 。 と い うの は 、 多 く

の総合学科で は 、 1年次の 「産業社会 と人

間」 の授業の 中で 2 ・3 年次 の 科目選択 を

行 う。 その 際、重視 され る の は将来の進路

希望で あり 、 希望す る就職先に必要 な科 目、

希望す る進学先 に 必要な受験科 目な どを選

択する よ う指導 され る の であ る。つ ま り、

入 学 して間 もな い 1年次 の時点で 生徒は 高

校卒業後の 「一応」 の進路選択 を求め られ

る の だ 。 生徒は 将来の 進路 に 「一応」 の 見

通 しを立て る こ と に よ っ て 具体的な科 目を

選択す る こ と が で き、また逆 に 、 2 ・3 年

次 に選択 した科 目が卒業時の 「実際」 の 進

路 をある程度決め て しまう 。 こ の 場合 、科

目選択 と進路選択は ど ち らか が
一

方的 に 影

響 を与 えるの で は な い
。 進路選 択 が科 目選

択 を規定 し 、 科 目選択が進路選択を規定 し

て い る 。

　以上 の分析を踏ま え 、 当 日 の報告で は 、

5 つ の要 因の 中で も特 に 影響 が大 きか っ た

「進路学習」 と 「家族 ・友人 」 の 2 つ の項

目に 加 え 、 生徒の 「科 目選択」 の 状況 に も

注 目 しな が ら、生徒 の 進路選択の 過程を イ

ン タ ビ ュ
ー調査の 結果か ら検討す る 。

※ よ り 詳細 な デ
ー

タ と分析、参考 文献な ど

　は 当 日配布資料を参照。
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